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土を軟らかく団粒化する

土壌団粒促進剤

本剤は有機高分子を主成分とする土壌改良剤です。

使いやすい粒剤で、土壌水分により徐々に拡散、浸透して

土壌を団粒化し、根が呼吸しやすい土をつくります。

包装：10ｋｇ



・ 目に入らぬように注意し、もし目に入った場合はすぐに水で充分に洗い流してください。

・ 施用後は土壌とよく混和するように耕うんしてください。但し、湛水しろかきはかえって団粒をこわすことがありますので避けてください。

・ 天然由来原料を使用しているため、製品によっては色調に違いがでることがありますが、品質には問題ありません。

・ 水にぬれない所に保管してください。

・ 直射日光を避け涼しい所に保管してください。

・ 詳しい使い方については、ＪＡまたは農業技術指導機関にご相談ください。

使用上の注意

特 長

土が硬くなると根が酸素欠乏で呼吸困難となり、樹勢はしだいに衰えてきます。

果樹は隔年結果や玉伸び不良、野菜では生育不良や連作障害などがおきやすくなります。

は土壌を団粒化して根が呼吸しやすい土をつくり、健全な作物づくり

をお手伝いいたします。

使い方

●すぐれた土壌団粒化作用があります。
土を軟らかくし、透水性、通気性をよくします。

●根の呼吸を助け、老化を防ぎます。
果実の肥大をよくし、品質が向上します。

●隔年結果、連作障害を減少させます。
根毛が健全に伸長し、安定した収穫に導きます。

土を軟らかくして根の呼吸を助けます

土壌団粒促進剤

PX区の土壌は、水ハケが良く白い根が

深部まで伸びている。

対照区 PX区

対照区 PX区

土壌の物理性が悪化すると、土壌中の酸素濃度が低下し、根の活力が衰えて、生理的にも種々の障害をおこすことが多くの研

究で証明されている。土壌中の酸素が不足すると、果樹では花粉の活力が低下して、結実が不良となる。結実後に酸素不足と

なった場合には、果実肥大が悪いばかりではなく、糖度が低く酸度の高い品質不良の果実となる。（京大：小林、岩崎 他）

１０アールあたり通常30～60ｋｇ（3～6袋）を施用します。
砂壌土、火山灰土には30～40ｋｇ（3～4袋）

重粘質の土壌には40～60ｋｇ（4～6袋）

果樹に使う場合は、施用後に耕うんすると

早く深部まで団粒化できます。
・肥料と一緒に施用しても問題はありません。

・降雨や土壌水分で、拡散、浸透して土壌が団粒化します。

・タコツボやホーレの穴に施用すると一層効果的です。

（試験地：農林水産省果樹試験場 興津支場）


